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理研BRCの事業

■バイオリソースの「寄託対応」と「提供対応」、「検査・保管」

■カタログデータの構築と公開

議論・今後の展望

要旨

理化学研究所バイオリソース研究センター（BRC）では、文部科学省ナショナルバイオリソー
スプロジェクト (NBRP) の中核機関が複数稼働し、リソースの提供事業を行っている。この中
の遺伝子材料開発室では、各種生物のゲノムライブラリや可視化レポーターとして利用可能
な発現ベクター、ゲノム編集及び遺伝子導入用プラスミドクローン等をDNAリソースとして提供
している。
近年、BRC統合情報開発室と共同でカタログデータやWebインターフェースの高度化に取り
組んでおり、利用者が求めるDNAリソースに円滑にアクセスできる情報環境が整備されつつ
ある。開発室内部ではベクターや反復配列のデータベースをカスタマイズしてBLAST配列検
索に搭載し、提供リソース検査の高度化も実現した。さらに利用者のアクセス情報をリアルタ
イムでモニタすることができるようになり、実物リソースの調製準備を注文に先んじて実施する
ことも可能となった。高品質なDNAリソースをスピーディに提供することで、より利用者の満足
度を高め、研究活動の推進に貢献する。

理研BRCカタログデータ情報環境整備と
DNAリソース提供業務の高度化
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リソースとカタログデータベースの、さらなる高品質化を
目的として現況の調査と、各種改修を実施

リソースカタログWebサイトの刷新

カタログデータ管理の高度化
寄託者 リソース利用者
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理研BRC内の
5開発室にて、

【目的】
・論文投稿前の
リソース情報公開

・独自に調製 /
開発したリソース
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・研究室リソースの
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【目的】
・公開リソースを
活用した実験
研究

・ナショナルバイオ
リソース中核
機関の高品質な
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理研BRC各開発室 リソースカタログ

カタログデータ送付
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DBCLS RDFポータル

理研BRC
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ナショナルバイオリソース
データベースプロジェクトでの活用

寄託・受領対象や、検査・保管を
実施しているリソースの情報を
整理し、IDや説明を付加して
Webデータベースを公開

https://dna.brc.riken.jp/ja/

RDF化

セマンティック
検索実装

統合データベース
プロジェクトでの活用

https://knowledge.brc.riken.jp/advanced/ja

https://knowledge.brc.riken.jp/

https://rdfportal.org/

https://resourcedb.nbrp.jp/

■利益相反

バイオリソースを提供する理研BRCでは、「GitHub Issuesを利用した課題管理環境整備」、
「Webサイトの表示刷新」、「カタログデータの配列検索実装」、「利用者アクセス情報に基づく注
文予報の実現」を実施し、業務品質を向上させるための施策を精力的に進めている。

今後もカタログデータのさらなる高品質化や発見性向上などを構想しており、利用者の期待に
応えるリソースセンターとしての責務を果たしていく。

本発表に関連し、開示すべき利益相反（COI）関係にある企業・法人組織や営利を目的した団体は無い。
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■提供リソース例
• NBRPヒト病原ウイルス
遺伝子 (cDNA) クローン

• タンパク質産生・遺伝子発現用ベクター
• リサーチツール(ゲノム編集や

蛍光タンパク質等に利用可能な
ツールとなる遺伝子材料)

• クローンセット＆ゲノムDNA
• 組換えウイルス
• Gene Set Collection

ブランドメッセージの表示

旧サイト 新サイト

コンテンツのカテゴリ見直しと
カテゴリツリーの再配置
段組数を３列から２列に

主要サービスの選定と
タイルボタンの設置

3種類の検索ボックスの
タブ切り替え表示

■国内外のWebサイトを調査、改修ポイントを洗い出し2025年に実装

初見の利用者でも、目的や操作を直感的に理解できる、
シンプルでモダンなサイト表示に刷新

■遺伝子リソースの内部向け配列検索実装

NBRP （遺伝研）
BioResource World

遺伝子材料開発室の
HTSで配列解読施された
DNAリソースデータ
（1542件）

NCBIが提供する
空ベクターやプラスミド断片の
データベース
（2024/08/21版、6148件）

DNA Bank data UniVec RepBase

反復配列のデータベース
（2011/06/16版、
20717件）

MultFasta形式にまとめ、
SequenceServer
アプリケーションに搭載

室内ネットワークの
Webサーバから公開

配列検索画面 検索結果

室内の既存カタログデータとの突き合せや、外部データベースとの比較が
迅速に実施でき、業務品質高度化

利用者アクセス情報に基づく対応高速化

GoogleAnalyticsの提供する統計
情報を閲覧し、利用者の概況を把握。
さらに定期的にデータをダウンロードし
プログラム処理。

サイトへの「ビーコンタグ」埋め込み

それまでアクセスが無かった
リソースのページに、６０秒以上

滞在するアクセスがあった場合は
検知。

新しいアクセスがあった
リソースの提供準備作業の
優先度を上昇させる。

優先度の上昇したリソースについて、
実際に後から注文が届き（約50件/2か月）、
作業効率が劇的に向上した。

利用者アクセス情報を元にした、リソース注文予報のプロセスを確立し、
提供対応の高速化を実現

理化学研究所のプライバシー
ポリシーの元、アクセス情報を収集

リソース利用者室内担当者 室内担当者

！

後から継代などの
サンプル調整予定
だったものを、
先に実施
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デジタル課題管理環境の整備

■過去の課題情報のGitHub Issuesへのリプレース

室内の課題掲示板
データ18GB
（含画像ファイル等） データのParsingと

構造化、分類

約13000件の
課題データ
（2000年～2023年）

GitHubCsvTools
（GitHub API経由の
投入ツール）を利用し
インポート

GitHub Issues
（Private）に
情報を集約

GitHub Issuesで、過去の課題を把握しつつ、デジタルやITに関する
理研BRC内の課題を迅速に把握し、進捗を管理できる環境に

展示会や広報チラシ経由の閲覧アクセスを識別するため、
URLパラメータを新たに設定して、詳細な分析を推進中

https://dna.brc.riken.jp/ja/

さらに


